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一
、
は
じ
め
に

　
禅
宗
建
築
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
五
山
禅
院
の
伽
藍
、
鎌
倉
・
室

町
時
代
の
五
山
禅
院
の
伽
藍
と
禅
宗
仏
殿
の
遺
構
に
つ
い
て
論
じ
ら

れ
、
近
世
の
禅
宗
建
築
に
つ
い
て
も
大
徳
寺
・
妙
心
寺
の
伽
藍
と
塔

頭
、
永
平
寺
と
曹
洞
宗
の
建
築
等
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

地
方
寺
院
を
含
め
た
近
世
の
禅
宗
建
築
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
十
分

に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
中
国
の
禅
宗
伽
藍
と

我
国
の
中
世
の
禅
宗
建
築
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
近
世
の
禅
宗
建
築
に
つ

い
て
、
全
国
の
地
方
寺
院
の
中
か
ら
臨
済
宗
本
堂
と
曹
洞
宗
本
堂
の

遺
構
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
平
面
・
構
造
・
意
匠
と
内
部
空
間
の

発
展
過
程
を
眺
め
て
み
た
）
1
（
い
。

二
、
中
国
の
五
山
禅
院
の
伽
藍
建
築
の
導
入
に
つ
い
て

　
中
国
の
禅
宗
は
、
隋
代
ま
で
諸
宗
の
よ
う
に
宗
門
と
し
て
の
基
盤

を
築
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
唐
代
に
入
る
と
慧
能
の
南
宗
と
神
秀

の
北
宗
の
二
派
に
分
か
れ
、
南
宗
の
禅
を
継
承
し
た
五
家
七
宗
が
勢

力
を
伸
ば
し
、
宋
代
に
は
長
江
下
流
域
の
浙
江
省
を
中
心
に
隆
盛
を

誇
り
、
江
南
地
方
に
禅
宗
の
有
力
地
盤
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
。
南

宋
の
都
、
杭
州
は
か
つ
て
呉
越
国
の
都
で
仏
教
の
盛
ん
な
地
域
で
あ

り
、
西
湖
の
南
北
と
西
の
三
方
を
山
々
が
囲
む
山
地
と
し
て
知
ら

れ
、
西
湖
の
近
く
に
は
霊
隠
寺
、
浄
慈
寺
、
杭
州
の
西
方
の
天
目
山

麓
に
は
径
山
寺
、
東
方
の
寧
波
近
く
に
は
天
童
寺
、
阿
育
王
寺
等
の

五
山
禅
院
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
寧
宗
皇
帝
代
（
一
一
九
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四
〜
一
二
二
四
）
に
「
五
山
の
制
」
が
定
め
ら
れ
る
と
朝
廷
に
よ
る

五
山
の
格
付
が
行
わ
れ
、
十
刹
・
甲
刹
（
諸
山
）
の
寺
院
が
置
か

れ
、
宗
門
は
組
織
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
五
山
の
制

で
は
「
十
方
住
持
制
」
が
採
ら
れ
た
こ
と
で
宗
門
の
体
制
が
確
立

し
、
江
南
地
方
か
ら
多
く
の
高
僧
が
輩
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
長
江
下

流
域
に
は
十
刹
・
甲
刹
等
の
諸
寺
が
数
多
く
設
立
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
中
国
五
山
の
大
禅
院
の
伽
藍
を
一
瞥
し
て
み
た
い
。

　
霊
隠
寺
は
、
五
山
の
二
位
と
さ
れ
、
西
湖
の
西
方
の
霊
隠
山
に
あ

り
、
谷
を
横
断
す
る
中
軸
の
前
方
を
飛
来
峰
、
後
方
を
北
高
峰
と

し
、
南
宋
末
期
の
伽
藍
を
描
い
た
「
大
宋
諸
山
図
」（
京
都
・
東
福

寺
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
境
内
前
方
に
放
生
池
が
穿
た
れ
、
伽
藍
の
中
心

軸
線
上
に
天
王
殿
、
仏
殿
、
盧
舎
那
殿
、
法
堂
、
前
方
丈
、
方
丈
、

座
禅
堂
が
一
列
に
並
び
、
法
堂
の
向
か
っ
て
左
右
両
脇
に
祖
師
堂
、

土
地
堂
を
設
け
、
仏
殿
前
の
中
庭
の
左
右
に
輪
蔵
と
鐘
楼
、
仏
殿
の

左
右
に
僧
堂
、
庫
堂
を
配
し
、
さ
ら
に
僧
堂
の
左
奥
に
照
堂
、
庫
堂

の
右
奥
に
衆
寮
、
僧
堂
の
左
奥
に
東
司
を
設
け
て
い
た
。

　
天
童
寺
は
、
五
山
の
三
位
と
さ
れ
、
浙
江
省
寧
波
市
の
太
白
山
の

麓
に
あ
り
、
西
晋
代
に
創
建
さ
れ
、
寺
地
の
移
転
を
経
て
、
南
宋
の

建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）
に
宏
智
正
覚
が
入
寺
す
る
と
千
人
を
超
え

る
衆
僧
を
抱
え
る
大
寺
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
前
掲
の
「
大
宋
諸
山

図
」
に
よ
れ
ば
、
境
内
前
方
に
放
生
池
が
穿
た
れ
、
伽
藍
の
中
心
軸

線
上
に
前
か
ら
天
王
殿
、
仏
殿
、
穿
光
堂
、
大
光
明
蔵
、
方
丈
が
一

列
に
並
び
、
天
王
殿
に
向
か
っ
て
左
と
右
に
観
音
閣
と
鐘
楼
を
置

き
、
仏
殿
の
両
脇
で
は
左
に
僧
堂
、
右
に
庫
院
を
配
し
、
僧
堂
の
左

奥
に
照
堂
、
庫
院
の
右
奥
に
衆
寮
を
置
き
、
庫
院
の
手
前
に
涅
槃

堂
、
そ
の
右
奥
に
東
司
を
設
け
て
い
）
2
（
た
。
こ
の
よ
う
に
、
江
南
地
方

の
五
山
禅
院
で
は
共
通
の
伽
藍
構
成
を
備
え
て
い
た
。

三
、
鎌
倉
時
代
の
禅
院
の
伽
藍
に
つ
い
て

　
我
国
の
五
山
禅
院
は
、
鎌
倉
時
代
に
中
国
の
制
に
倣
っ
て
創
設
さ

れ
た
が
、
当
時
は
密
教
の
影
響
を
受
け
て
純
粋
な
禅
宗
伽
藍
を
建
立

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
の
禅
僧
の
来
日
に
よ

り
本
格
的
な
清
規
と
行
事
規
範
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
江
南
地
方
の

大
禅
院
に
見
ら
れ
る
伽
藍
建
築
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
鎌
倉
・
京
都
に
お
け
る
中
世
の
五
山
禅
院
の
伽
藍
を
眺
め
て

み
た
い
。

　
明
菴
栄
西
（
一
一
四
一
〜
一
二
一
五
）
は
、
比
叡
山
に
お
い
て
台

密
を
学
ん
だ
後
、
禅
学
の
衰
微
を
憂
い
て
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）、
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文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
の
二
度
に
亘
り
入
宋
し
、
黄
竜
派
の
虚
庵

懐
敞
か
ら
臨
済
禅
を
学
び
、
帰
朝
す
る
と
博
多
の
聖
福
寺
、
京
都
の

建
仁
寺
を
創
立
す
る
な
ど
し
て
禅
宗
の
普
及
に
努
め
た
。

　
建
仁
寺
は
、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
源
頼
家
の
庇
護
の
下
で
栄

西
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
京
都
五
山
の
第
三
位
の
大
禅
院
で
あ
る
。
当

寺
は
、
栄
西
が
宋
代
の
百
丈
山
に
倣
っ
て
建
て
た
と
さ
れ
、
中
国
江

南
地
方
の
大
禅
院
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
天
台
・
真
言
宗
の
勢
力
が
強
く
、
禅
院

の
中
に
真
言
、
止
観
の
二
院
を
加
え
、
円
（
天
台
）、
密
（
真
言
）、
禅

の
三
宗
兼
学
の
道
場
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）

東
福
寺
開
山
の
円
爾
弁
円
が
入
寺
す
る
と
禅
院
と
し
て
興
隆
し
、
正

元
元
年
（
一
二
五
九
）
建
長
寺
開
山
の
蘭
渓
道
隆
が
入
寺
す
る
と
宋

規
の
禅
の
作
法
と
規
矩
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
、
建
仁
寺
は
十
三
世

紀
後
半
に
は
南
宋
の
禅
宗
の
規
範
が
厳
格
に
行
わ
れ
、
兼
学
的
な
宗

風
が
払
拭
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
建
仁
寺
の
初
期
の
伽
藍
建
築
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
太
田
博
太
郎
博
士
は
南
北
朝
時
代
の
伽
藍
に
つ
い

て
、「
建
仁
寺
に
お
い
て
は
、
そ
の
全
盛
期
と
み
ら
れ
る
南
北
時
代

の
図
が
残
さ
れ
て
お
り
、（
中
略
）こ
の
伽
藍
は
三
門
、
仏
殿
、
法

堂
、
方
丈
が
中
心
に
並
び
、
回
廊
が
こ
れ
を
巡
り
、
鐘
楼
・
土
地

堂
・
東
蔵
と
鼓
楼
・
祖
師
堂
・
西
蔵
が
こ
れ
に
接
し
て
相
対
し
、
西

に
は
さ
ら
に
僧
堂
・
東
司
・
衆
寮
を
設
け
、
東
南
に
は
浴
室
が
あ

る
。」
と
さ
れ
）
3
（
た
。
す
な
わ
ち
、
禅
宗
の
主
要
堂
宇
を
南
北
中
軸
線

上
に
整
え
、
真
言
院
、
止
観
院
、
三
重
塔
な
ど
は
伽
藍
の
南
東
位
置

に
従
属
的
に
配
さ
れ
て
お
り
、
伽
藍
の
中
枢
部
は
禅
宗
伽
藍
の
形
式

に
則
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
鎌
倉
五
山
の
一

位
の
建
長
寺
が
中
国
の
禅
僧
で
あ
る
蘭
渓
道
隆
（
一
二
一
三
〜
七

八
）
に
よ
り
建
長
三
年
（
一
二
五
二
）
に
創
建
さ
れ
る
。
建
長
寺
の

伽
藍
は
、
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
の
「
建
長
寺
指
図
」
に
よ
り
窺
う

こ
と
が
で
き
、
本
図
に
よ
れ
ば
、
南
北
中
軸
線
上
に
南
か
ら
総
門
、

三
門
、
中
庭
を
挟
ん
で
仏
殿
、
法
堂
を
縦
一
列
に
並
べ
、
そ
の
後
に

礼
間
、
得
月
楼
、
客
殿
を
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
総
門
と
三
門
を

結
ぶ
参
道
の
東
に
浴
室
、
西
に
僧
堂
（
大
徹
堂
）
を
相
対
さ
せ
、
三

門
、
庫
院
、
僧
堂
、
仏
殿
を
結
ぶ
よ
う
に
回
廊
を
一
巡
さ
せ
、
僧
堂

の
北
に
衆
寮
を
置
き
、
仏
殿
の
東
西
両
脇
に
は
土
地
堂
と
祖
師
堂
を

設
け
て
い
た
。
し
か
し
、
中
世
末
の
京
都
で
は
五
山
の
大
禅
院
が
応

仁
の
乱
に
よ
り
伽
藍
を
失
い
、
室
町
幕
府
が
滅
亡
し
て
経
済
的
な
基

盤
を
失
う
と
本
格
的
な
伽
藍
を
復
興
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
一
方
の
曹
洞
宗
で
は
道
元
（
一
二
〇
〇
〜
五
三
）
が
貞
応
二
年
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（
一
二
二
三
）
に
入
宋
し
、
天
童
山
に
お
い
て
長
翁
如
浄
（
一
一
六

二
〜
一
二
二
七
）
の
法
を
嗣
ぎ
、
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
に
帰
朝

し
、
京
都
の
建
仁
寺
に
一
時
止
ま
っ
た
が
、
ひ
た
す
ら
座
禅
を
す
べ

き
こ
と
を
主
張
し
、
洛
外
の
深
草
に
閑
居
し
て
興
聖
寺
（
現
宇
治

市
）
を
開
創
し
、
宋
朝
風
の
純
粋
禅
の
宣
揚
に
努
め
た
と
云
わ
れ

る
。
鎌
倉
の
禅
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
臨
済
宗
の
栄
西
や
円
爾
（
一
二

〇
二
〜
八
〇
）
が
天
台
宗
・
真
言
宗
と
の
協
調
を
は
か
っ
た
の
に
対

し
、
道
元
は
旧
仏
教
と
の
兼
修
を
退
け
た
ば
か
り
で
な
く
、
国
家
権

力
と
の
結
び
つ
き
も
避
け
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
に
越
前
の
志

比
庄
に
大
仏
寺
を
創
建
し
た
。
道
元
が
大
仏
寺
の
伽
藍
を
起
工
す
る

に
あ
た
り
、
京
都
の
建
仁
寺
、
東
福
寺
の
伽
藍
を
承
知
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
、
大
仏
寺
で
は
純
粋
の
禅
宗
伽
藍
を
目
指
し
た
で
あ
ろ

う
。
大
仏
寺
は
四
年
後
に
永
平
寺
と
改
名
さ
れ
、
そ
れ
以
後
永
平
寺

と
し
て
本
格
的
な
曹
洞
宗
伽
藍
が
建
設
さ
れ
た
。「
永
平
開
山
道
元

禅
師
行
状
建
撕
記
」（
建
撕
記
）
に
よ
れ
ば
、「
寛
元
二
年
（
一
二
四

四
）
二
月
越
前
志
比
荘
に
大
佛
寺
法
堂
の
起
工
、
同
年
四
月
大
佛
寺

立
柱
・
翌
日
上
棟
、
同
年
七
月
大
佛
寺
開
堂
供
養
、
同
年
九
月
法
堂

竣
工
・
開
堂
法
会
、
同
年
十
一
月
僧
堂
上
棟
、
寛
元
四
年
（
一
二
四

六
）
六
月
大
佛
寺
を
永
平
寺
と
改
称
、
寛
治
二
年
（
一
二
七
六
）
十

一
月
道
元
禅
師
傘
松
峯
を
吉
祥
山
に
改
称
、
建
長
元
年
（
一
二
四

九
）
一
月
道
元
禅
師
『
吉
祥
山
永
平
寺
衆
寮
筬
規
』
撰
す
、
同
二
年

（
一
二
五
〇
）
経
蔵
建
立
、
同
五
年
（
一
二
五
三
）
八
月
道
元
禅
師
示

寂
、
同
年
道
元
禅
師
の
祖
堂
承
陽
庵
を
建
立
、
弘
長
二
年
（
一
二
六

二
）
三
門
・
両
廡
を
建
立
し
、
永
平
寺
伽
藍
が
大
成
す
る
」
と
あ

る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
、
横
山
秀
哉
博
士
は
大
仏
寺
の
旧
跡

は
現
在
の
永
平
寺
よ
り
二
〇
町
程
山
奥
に
あ
り
、
三
〇
〇
坪
程
の
山

腹
で
伽
藍
造
営
の
可
能
性
は
低
く
、
瑩
山
紹
瑾
に
よ
る
「
洞
谷
記
」

と
合
わ
せ
る
と
、
永
平
寺
の
環
境
は
現
在
の
地
形
の
通
り
で
あ
り
、

永
平
寺
は
大
仏
寺
創
建
当
初
よ
り
現
地
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
大
仏

寺
跡
に
は
限
ら
れ
た
土
地
に
軒
石
、
築
庭
の
石
組
等
が
残
る
と
さ

れ
）
4
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
草
創
期
の
永
平
寺
に
お
い
て
も
、
現
在
の
寺

地
に
法
堂
、
僧
堂
、
衆
寮
、
庫
院
、
山
門
、
回
廊
な
ど
を
備
え
た
禅
宗

伽
藍
が
建
立
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
永
平
寺
の
禅
宗
伽
藍

は
、
五
山
叢
林
の
伽
藍
と
異
な
り
、
道
元
が
伽
藍
の
建
設
に
山
間
地

を
選
ん
だ
の
は
、
越
前
の
波
多
野
義
重
に
よ
る
比
志
野
の
寄
進
を
受

け
た
こ
と
に
加
え
、
密
教
と
権
力
か
ら
距
離
を
置
く
と
と
も
に
、
中

国
五
山
の
伽
藍
に
観
ら
れ
る
傾
斜
地
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
禅

の
伽
藍
観
と
自
然
の
境
地
を
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
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は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
、
道
元
は
百
丈
以
来
の
清
規
を
尊
崇
し
、

辨
道
法
、
衆
寮
箴
規
、
典
座
教
訓
、
知
事
清
規
等
を
自
ら
撰
し
て
お

り
、
宋
規
の
規
範
の
遵
守
と
求
道
の
た
め
宋
式
の
伽
藍
建
築
を
整
え

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
京
都
五
山
の
南

禅
寺
、
東
福
寺
、
天
竜
寺
、
相
国
寺
等
の
大
禅
院
に
お
い
て
、
室
町

幕
府
の
支
援
に
よ
り
七
堂
伽
藍
が
築
か
れ
て
ゆ
く
が
、
応
仁
の
乱
に

よ
り
五
山
の
大
禅
院
が
伽
藍
を
失
う
と
幕
府
の
衰
退
に
よ
り
復
興
は

困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
反
し
て
、
近
世
に
入
る
と
林
下
の
大
徳
寺

が
戦
国
大
名
の
庇
護
を
受
け
た
の
に
対
し
、
妙
心
寺
は
各
地
の
他
宗

の
荒
廃
し
た
寺
院
を
復
興
し
て
転
宗
・
転
派
し
、
全
国
に
数
多
く
の

末
寺
を
開
き
、
妙
心
寺
派
は
近
世
臨
済
宗
の
最
大
勢
力
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
近
世
の
妙
心
寺
の
勢
力
拡
大
の
背
景
に
は
、
中
世
末
期
に

美
濃
地
方
よ
り
妙
心
派
の
開
祖
の
関
山
慧
玄
（
一
二
七
七
〜
一
三
六

〇
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
高
僧
を
輩
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

四
、
美
濃
地
方
の
妙
心
寺
派
の
寺
院
に
つ
い
て

　
美
濃
地
方
は
、
妙
心
寺
派
の
寺
院
が
全
国
的
に
も
集
中
す
る
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
美
濃
の
井
深
に
隠
棲
し
て
い
た
関
山
慧
玄
は
、
暦
応

五
年
（
一
三
四
二
）
大
徳
寺
の
開
祖
宗
峰
妙
超
（
一
二
八
二
〜
一
三

三
七
）
の
推
挙
を
受
け
、
花
園
上
皇
よ
り
室
町
院
領
で
あ
っ
た
仁
和

寺
花
園
の
離
宮
跡
を
寄
進
さ
れ
る
と
、
こ
こ
に
正
法
山
妙
心
寺
を
開

い
た
。
以
来
、
美
濃
と
妙
心
寺
と
の
関
わ
り
は
強
く
、
関
山
の
弟
子

筋
の
義
天
玄
承
（
一
三
九
三
〜
一
四
六
二
）
は
愚
渓
寺
、
雲
谷
玄
祥

は
汾
陽
寺
を
開
き
、
義
天
は
妙
心
寺
八
世
と
な
っ
た
。
そ
の
弟
子
雪

江
宗
深
（
一
四
〇
八
〜
八
六
）
は
妙
心
寺
九
世
と
な
り
、
そ
の
門
下

か
ら
景
川
宗
隆
（
一
四
二
五
〜
一
五
〇
〇
）・
悟
渓
宗
頓
（
一
四
一

六
〜
一
五
〇
〇
）・
特
芳
禅
傑
（
一
四
一
八
〜
一
五
〇
六
）・
東
陽
英

朝
（
一
四
二
七
〜
一
五
〇
四
）
の
四
哲
が
輩
出
さ
れ
、
龍
泉
・
東

海
・
霊
雲
・
聖
沢
の
四
派
本
庵
を
つ
く
り
、
門
派
発
展
の
礎
を
築
い

た
。
こ
の
四
派
と
美
濃
と
の
結
び
付
き
も
強
く
、
東
海
派
の
悟
渓
宗

頓
は
美
濃
地
方
の
妙
心
寺
派
の
中
心
と
な
っ
た
瑞
龍
寺
を
開
き
、
雲

谷
玄
承
が
開
い
た
汾
陽
寺
を
中
興
し
、
そ
の
弟
子
仁
済
宗
如
は
瑞
林

寺
を
開
い
て
悟
渓
を
開
山
に
招
き
、
仁
岫
宗
寿
は
南
泉
寺
、
玉
浦
宗

眠
は
大
智
寺
を
開
き
、
大
圭
紹
琢
は
清
泰
寺
の
開
山
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
聖
沢
派
の
東
陽
英
朝
は
美
濃
の
守
護
土
岐
氏
の
出
身
で

大
仙
寺
に
入
山
し
て
東
光
寺
、
正
伝
寺
を
開
い
て
い
）
5
（
る
。
こ
の
よ
う

に
、
美
濃
地
方
に
は
開
祖
関
山
慧
玄
以
来
、
本
山
妙
心
寺
に
昇
住
或

い
は
四
派
の
法
を
嗣
ぐ
高
僧
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
寺
院
が
多
く
、
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こ
れ
ら
が
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
全
国
各
地
に
多
く
の

末
寺
を
開
い
た
。
こ
う
し
て
、
近
世
に
お
け
る
臨
済
禅
の
勢
力
は
五

山
に
代
わ
っ
て
林
下
の
妙
心
寺
・
大
徳
寺
両
派
に
移
り
、
本
山
と
し

て
本
格
的
な
七
堂
伽
藍
を
整
え
ら
れ
た
の
も
こ
の
二
ケ
寺
で
あ
っ

た
。

　
妙
心
寺
で
は
、
本
山
の
高
僧
が
退
院
す
る
と
塔
頭
が
設
け
ら
れ
四

派
本
庵
が
成
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
塔
頭
で
は
客
殿
、
庫
裡
、
書
院
、

玄
関
、
山
門
等
か
ら
な
る
寺
院
構
成
が
形
成
さ
れ
、
妙
心
寺
派
の
地

方
末
寺
が
四
本
庵
に
属
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
塔
頭
の
寺
院
構

成
が
全
国
に
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
美
濃
地
方
の
末
寺
は
、
境

内
の
中
央
に
客
殿
（
本
堂
）
を
南
面
し
て
構
え
、
そ
の
前
方
に
枯
山

水
の
中
庭
を
広
げ
、
周
囲
を
築
地
塀
で
囲
む
こ
と
で
中
庭
の
独
立
性

を
確
保
し
、
客
殿
の
東
に
南
北
に
長
く
庫
裡
と
書
院
を
建
て
、
客
殿

と
庫
裡
と
を
廊
下
で
結
び
、
こ
の
廊
下
に
玄
関
を
設
け
て
い
る
。
寺

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
境
内
入
口
に
山
門
を
設
け
、
山
門
よ
り
二
・

三
回
折
れ
曲
が
り
玄
関
に
達
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

京
都
の
妙
心
寺
周
囲
の
塔
頭
寺
院
に
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
境
内
で
は

本
山
周
り
の
露
地
か
ら
入
り
、
山
門
を
潜
っ
て
延
び
る
参
道
は
鍵
の

手
に
折
れ
て
玄
関
に
達
す
る
の
を
常
と
し
て
お
り
、
近
世
臨
済
宗
の

地
方
寺
院
で
は
他
宗
の
よ
う
に
境
内
の
中
軸
線
上
に
主
要
伽
藍
を
並

べ
る
こ
と
は
せ
ず
、
こ
う
し
た
京
都
の
塔
頭
寺
院
の
建
築
が
地
方
末

寺
の
寺
院
構
成
（
境
内
配
置
）
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
近
世
の
禅
宗
建
築
に
つ
い
て
、
全
国
の
地
方
寺
院

の
原
形
と
な
っ
た
塔
頭
客
殿
を
検
討
し
た
上
で
、
先
ず
臨
済
宗
本
堂

を
取
り
上
げ
、
近
世
前
期
、
中
期
、
後
期
に
分
け
て
そ
の
発
展
過
程

を
検
討
し
て
み
た
い
。

五
、
塔
頭
客
殿
に
つ
い
て

　
塔
頭
は
、
本
来
本
山
の
住
持
が
退
院
す
る
と
隠
居
所
と
し
て
本
山

周
辺
に
設
け
ら
れ
、
高
僧
の
下
に
修
行
僧
が
集
ま
り
、
師
が
示
寂
す

る
と
弟
子
が
墓
守
と
し
て
法
脈
を
継
承
し
て
門
派
を
形
成
し
た
。
中

世
初
期
の
塔
頭
で
は
、
建
物
の
外
に
高
僧
の
墓
で
あ
る
「
卵
塔
」
を

祀
っ
た
が
、
次
第
に
高
僧
の
頂
相
で
あ
る
「
画
像
」
を
客
殿
の
中
に

祀
る
よ
う
に
な
り
、
二
列
三
室
の
六
室
構
成
の
客
殿
（
方
丈
）
の
後

列
中
央
の
仏
間
に
仏
壇
を
設
け
て
開
山
像
の
軸
を
掲
げ
た
。
し
か

し
、
近
世
に
入
る
と
頂
相
が
画
像
か
ら
「
木
像
」
に
変
わ
る
と
仏
間

に
真
室
が
設
け
ら
れ
、
曲
彔
に
鎮
座
し
た
開
山
像
（
木
像
）
が
祀
ら

れ
る
と
、
塔
頭
客
殿
は
開
山
祖
師
を
祀
る
建
物
へ
と
変
化
し
、
中
に
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は
開
山
塔
院
と
し
て
独
立
し
た
開
山
堂
を
設
け
る
塔
頭
も
現
れ
）
6
（
た
。

　
こ
う
し
た
開
山
堂
の
成
立
過
程
の
一
端
が
、
大
分
国
東
市
の
泉
福

寺
開
山
堂
（
曹
洞
宗
・
寛
永
十
三
・
一
六
三
六
）
に
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
寺
は
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
大
友
氏
の
一
族
の
田
原
氏
能

が
無
著
妙
融
禅
師
を
開
山
に
招
い
て
創
立
し
た
が
、
天
正
九
年
（
一

五
八
一
）
に
仏
殿
、
開
山
堂
を
残
し
て
兵
火
に
遭
い
、
慶
長
十
年

（
一
六
〇
五
）
に
中
津
藩
主
細
川
忠
興
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
。
開
山

堂
は
桁
行
三
間
半
、
梁
間
三
間
、
切
妻
造
り
、
杮
葺
き
、
妻
入
り
の

建
物
で
、
総
丸
柱
と
し
て
頂
部
に
三
ツ
斗
を
載
せ
、
正
面
中
央
間
に

双
折
桟
唐
戸
を
吊
っ
て
い
る
。
内
部
は
一
つ
空
間
と
さ
れ
、
後
方
に

箱
型
仏
壇
を
造
り
、
中
央
に
開
祖
無
著
妙
融
禅
師
、
そ
の
両
脇
に
宗

祖
、
高
僧
の
頂
相
を
祀
り
、
特
に
中
央
の
箱
型
仏
壇
内
部
に
開
山
の

卵
塔
を
祀
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
（
写
真
１
・
２
）。

　
次
に
、
五
山
禅
院
の
塔
頭
客
殿
の
発
展
過
程
を
眺
め
て
み
よ
う
。

写真１　泉福寺開山堂　内部

写真２ 
泉福寺開山堂　卵塔
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室
町
時
代
の
遺
構
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
存
最
古
の
東
福
寺
の
竜
吟

庵
客
殿
（
方
丈
）
は
、
前
面
に
吹
き
放
し
の
広
縁
を
通
し
、
そ
の
奥
に

前
後
二
列
三
室
の
六
室
を
置
い
た
方
丈
形
式
と
し
、
六
室
の
正
側
面

で
は
柱
間
に
板
戸
二
枚
・
障
子
一
枚
を
入
れ
る
が
、
前
列
中
央
の

「
室
中
」
で
は
前
面
中
央
間
に
両
開
き
桟
唐
戸
、
そ
の
両
脇
に
蔀
戸

を
吊
り
、
内
部
は
床
を
板
間
と
し
て
室
中
背
面
を
板
壁
と
し
、
そ
の

中
央
に
開
山
の
頂
相
（
画
像
）
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
室
中
の
両

脇
室
で
は
外
側
面
に
幣
軸
付
両
開
き
板
扉
を
吊
る
な
ど
、
古
式
の
客

殿
の
技
法
を
残
し
て
い
る
。
室
町
時
代
に
は
、
塔
頭
客
殿
の
方
丈
形

式
を
基
本
と
し
、
前
列
中
央
の
室
中
で
は
板
間
に
畳
廻
り
敷
き
と

し
、
正
面
中
央
に
双
折
桟
唐
戸
を
吊
り
、
両
脇
の
室
境
に
は
竹
の
節

欄
間
を
入
れ
て
三
室
一
連
の
天
井
を
張
り
、
後
列
中
央
の
仏
間
で

は
、
内
部
に
地
覆
・
束
・
羽
目
板
・
框
か
ら
な
る
通
し
仏
壇
を
設
け

て
中
央
に
画
像
（
頂
相
）
を
祀
り
、
背
後
の
眠
蔵
を
設
け
る
の
が
一

般
的
な
塔
頭
客
殿
の
形
態
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
仏
間
の

真
室
に
開
山
の
木
像
（
頂
相
）
を
安
置
す
る
も
の
が
現
わ
れ
、
仏
間

で
は
正
面
三
間
の
中
央
に
高
く
内
法
長
押
を
通
し
、
中
央
と
両
脇
間

に
筬
欄
間
を
入
れ
、
下
に
襖
引
違
い
戸
を
入
れ
て
戸
締
り
を
し
た
。

な
お
、
室
中
正
面
の
双
折
桟
唐
戸
は
江
戸
時
代
を
通
し
て
長
く
保
た

れ
る
が
、
江
戸
後
期
に
は
正
側
面
の
広
縁
外
に
建
具
が
嵌
め
ら
れ
、

広
縁
が
内
部
空
間
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
双
折
桟
唐
戸

は
姿
を
消
し
て
行
く
。

　
一
方
、
本
山
の
伽
藍
の
中
に
も
六
室
構
成
の
方
丈
と
呼
ば
れ
る
建

物
が
あ
り
、
妙
心
寺
に
は
大
方
丈
と
小
方
丈
が
残
さ
れ
、
こ
れ
ら
も

方
丈
形
式
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
中
世
後
期
に
は
塔
頭
客
殿
の
室
名
称

が
確
認
さ
れ
、
二
列
三
室
の
前
列
中
央
を
「
室
中
」、
そ
の
奥
を

「
仏
間
」、
室
中
の
向
か
っ
て
右
を
「
礼
の
間
」、
左
を
「
檀
那
の

間
」、
仏
間
の
右
を
「
書
院
」、
左
を
「
衣
鉢
の
間
」
と
し
た
。
ま

た
、
賓
客
を
招
く
檀
那
の
間
を
「
上
間
」、
住
職
が
日
常
の
応
接
に

使
う
礼
の
間
を
「
下
間
」
と
も
呼
ん
だ
。
近
世
臨
済
宗
本
堂
で
は
、

塔
頭
客
殿
と
同
様
の
「
室
中
」
と
「
仏
間
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る

が
、
そ
の
他
の
室
名
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

　
次
に
、
禅
宗
寺
院
の
地
方
末
寺
で
は
、
中
世
か
ら
方
丈
形
式
の
客

殿
を
中
心
施
設
と
し
、
臨
済
宗
・
曹
洞
宗
と
も
に
客
殿
に
本
尊
仏
を

祀
り
、
近
世
に
は
独
立
し
た
寺
院
と
し
て
本
堂
の
機
能
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
客
殿
か
ら
本
堂
へ
本
格
的
な
移
行
が
行
わ
れ
、

臨
済
宗
本
堂
と
曹
洞
宗
本
堂
を
成
立
さ
せ
た
。
そ
こ
で
、
近
世
の
前

期
、
中
期
、
後
期
に
お
い
て
、
近
世
臨
済
宗
本
堂
、
近
世
曹
洞
宗
本
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堂
が
ど
の
よ
う
な
発
展
過
程
を
辿
っ
た
の
か
探
っ
て
み
た
い
。

六
、
近
世
臨
済
宗
本
堂
に
つ
い
て

　
㈠
　
近
世
前
期
　
現
存
最
古
の
遺
構
で
あ
る
慶
長
年
間
（
一
五
九

六
〜
一
六
一
五
）
の
瑞
巌
寺
本
堂
（
宮
城
）
と
臨
済
寺
本
堂
（
静

岡
）
を
取
り
挙
げ
て
み
た
い
（
図
１
）。
両
寺
は
伊
達
家
と
今
川
家

の
菩
提
寺
と
し
て
創
立
さ
れ
た
名
刹
で
あ
り
、
規
模
は
瑞
巌
寺
が
桁

行
十
八
間
、
梁
間
十
一
間
半
、
臨
済
寺
が
桁
行
十
一
間
半
、
梁
間
八

間
半
と
大
き
く
、
間
取
り
は
二
列
三
室
の
六
室
の
方
丈
形
式
を
基
本

と
し
、
正
側
三
方
に
広
縁
を
巡
ら
し
、
前
者
で
は
周
囲
の
落
縁
外
に

建
具
を
入
れ
る
が
、
後
者
で
は
広
縁
外
を
開
放
し
、
室
中
で
は
共
に

正
面
中
央
に
双
折
桟
唐
戸
を
吊
り
、
内
部
を
板
間
に
畳
廻
り
敷
き
と

し
、
仏
間
に
は
背
面
の
壁
に
沿
っ
て
地
覆
・
束
・
羽
目
板
・
框
か
ら

な
る
通
し
仏
壇
を
構
え
、
そ
の
背
後
に
「
眠
蔵
」
を
設
け
て
お
り
、

室
境
に
は
襖
、
室
と
広
縁
境
に
は
遣
戸
二
、
障
子
一
を

入
れ
て
間
仕
切
る
な
ど
、
規
模
が
違
う
も
の
の
京
都
の

塔
頭
客
殿
を
基
本
と
し
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
し
か

し
、
い
ず
れ
も
大
名
を
外
護
者
と
し
た
た
め
、
本
堂
正

面
（
南
面
建
ち
）
の
西
端
に
参
詣
の
た
め
の
玄
関
を
付

加
し
、
室
内
で
は
後
列
西
端
の
室
を
「
上
段
の
間
」
と

し
て
お
り
、
地
方
末
寺
と
の
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
ま

た
、
越
前
松
平
氏
の
大
安
寺
本
堂
（
福
井
）、
淡
路
蜂

須
賀
家
の
家
老
稲
田
氏
の
江
国
寺
本
堂
（
兵
庫
）
の
よ

う
に
地
方
藩
主
の
菩
提
寺
に
も
中
規
模
な
が
ら
見
ら

れ
、
本
堂
に
は
玄
関
と
床
・
棚
・
書
院
を
備
え
た
「
御

成
間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
写
真
３
）。

図１　臨済寺本堂　復原平面図

写真３　大安寺　古図
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次
に
、
地
方
領
主
に
よ

り
外
護
を
受
け
た
末
寺
の

中
か
ら
、
慶
長
年
間
の
定

勝
寺
本
堂
（
長
野
）（
図

２
）、
長
昌
寺
本
堂
（
山

梨
）
を
挙
げ
て
み
る
と
、

両
本
堂
は
桁
行
九
間
半
、

梁
間
六
間
と
し
て
二
列
三

室
の
六
室
を
構
え
、
総
角

柱
に
敷
鴨
居
を
通
し
、
室

境
に
襖
、周
囲
に
遣
戸
二
・

障
子
一
を
入
れ
、
前
列
中

央
の
「
室
中
」
で
は
板
間
に
畳
廻
り
敷
き
と
し
、
室
中
と
両
脇
間
と

の
境
に
竹
の
節
欄
間
等
を
入
れ
て
三
室
に
一
面
の
竿
縁
天
井
を
張

り
、「
仏
間
」
で
は
背
面
の
壁
に
沿
っ
て
地
覆
・
束
・
羽
目
板
・
框
か
ら

な
る
通
し
仏
壇
を
設
け
、
六
室
の
正
側
三
方
に
広
縁
を
巡
ら
し
て
い

る
。
し
か
も
、
長
昌
寺
（
復
元
）
で
は
広
縁
の
外
側
柱
間
を
吹
き
放

し
、
室
中
正
面
中
央
に
双
折
桟
唐
戸
、
そ
の
両
脇
に
蔀
戸
を
入
れ
る

な
ど
京
都
の
塔
頭
客
殿
に
見
ら
れ
る
古
風
な
手
法
を
残
し
て
い
る
。

　
元
和
〜
貞
享
（
一
六
一
五
〜
八
八
）
年
間
の
遺
構
で
あ
る
片
山
寺

本
堂
（
三
重
）、
臥
竜
寺
本
堂
（
愛
知
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
片
山

寺
で
は
桁
行
八
間
、
梁
間
六
間
の
方
丈
形
式
と
し
、
後
列
中
央
の
室

部
分
で
は
前
半
に
奥
行
の
浅
い
仏
間
を
設
け
、
後
半
に
広
い
眠
蔵
を

残
し
て
お
り
、
中
世
後
期
の
京
都
の
塔
頭
客
殿
に
見
ら
れ
る
古
式
を

止
め
て
い
る
。
し
か
も
、
臥
竜
寺
で
は
、
六
室
の
後
列
中
央
の
仏
間

に
お
い
て
、
前
半
を
礼
拝
の
真
前
、
後
半
を
凸
字
型
に
張
り
出
し
て

真
室
と
し
、
開
山
の
頂
相
を
安
置
し
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
、
京
都

の
大
徳
寺
の
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
七
二
）
以
降
の
塔
頭
客
殿
や

妙
心
寺
派
の
四
本
庵
に
も
見
ら
れ
、
江
戸
時
代
前
期
に
画
像
か
ら
木

像
の
頂
相
へ
転
換
し
た
時
期
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
室
町
時
代

の
塔
頭
客
殿
に
お
い
て
も
こ
の
時
期
に
改
修
を
加
え
て
真
室
を
設
け

た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
臥
竜
寺
が
妙
心
寺
派
の
中
本
山
瑞

泉
寺
の
塔
頭
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
、
地
方
寺
院
に
お
い
て
も
中

本
山
と
塔
頭
の
関
係
が
成
立
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
臨
済

宗
本
堂
は
京
都
の
塔
頭
客
殿
を
原
形
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。
他
方
、
近
世
臨
済
宗
本
堂
と
し
て
塔
頭
と
異
な
る
一
面
を
見
せ

て
い
る
。
一
つ
は
仏
間
の
仏
壇
形
式
で
あ
り
、
古
式
の
幅
半
間
の
通

し
仏
壇
か
ら
そ
の
奥
に
幅
半
間
通
し
の
仏
龕
を
設
け
、
前
面
に
三
つ

図２　定勝寺本堂　復原平面図
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の
花
頭
窓
を
開
け
、
中
央
に
本
尊
仏
を
安
置
し
、
両
脇
に
開
山
の
頂

相
と
二
世
、
三
世
等
の
住
職
の
頂
相
あ
る
い
は
位
牌
を
安
置
し
て
お

り
、
江
国
寺
本
堂
（
福
井
）、
中
山
寺
本
堂
（
三
重
）、
大
仙
寺
本
堂

（
岐
阜
）
な
ど
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
ら
に
、
龍
潭
寺
（
静

岡
）
で
は
室
中
で
は
板
間
に
畳
廻
り
敷
き
と
し
、
両
脇
間
境
に
竹
の

節
欄
間
を
入
れ
て
三
室
に
棹
縁
天
井
を
張
る
等
、
頭
塔
客
殿
の
古
式

を
遵
守
し
つ
つ
（
写
真
４
）、
仏
間
で
は
来
迎
柱
・
須
弥
壇
を
出
現

さ
せ
て
い
る
（
写
真
５
）。
こ
の
よ
う
な
例
は
近
世
後
期
に
現
れ
る

写真４　龍潭寺本堂　室中

写真５　龍潭寺本堂　仏間
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の
が
一
般
的
で
あ
り
、
臨
済
宗
本
堂
の
中
で
も
最
も
早
い
例
と
な

る
。
こ
の
よ
う
に
、
臨
済
宗
本
堂
で
は
仏
間
の
変
化
に
応
じ
て
古
式

の
眠
蔵
が
姿
を
消
す
傾
向
が
現
れ
て
い
る
が
、
近
世
前
期
の
古
刹
で

あ
る
大
安
寺
本
堂
（
福
井
）、
長
久
寺
本
堂
（
長
野
）、
普
門
寺
本
堂

（
大
阪
）
等
に
は
眠
蔵
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
㈡
　
近
世
中
期
　
元
禄
〜
安
永
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
八
一
）

は
、
江
戸
幕
府
の
体
制
が
確
立
し
、
宗
門
で
も
本
末
制
度
と
知
行
制

度
の
下
で
安
定
的
な
発
展
を
遂
げ
た
た
め
、
地
方
寺
院
に
お
い
て
堂

宇
の
造
営
が
進
み
、
全
国
に
多
く
の
近
世
臨
済
宗
本
堂
が
建
立
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
禅
宗
寺
院
の
地
方
末
寺
を
み
る
と
、
前
期
と
同

様
に
塔
頭
客
殿
を
原
形
と
し
、
近
世
臨
済
宗
本
堂
と
し
て
形
態
を
整

え
て
ゆ
く
が
、
前
述
の
よ
う
に
末
寺
で
あ
っ
て
も
寺
号
を
持
つ
た

め
、
独
立
し
た
寺
院
と
し
て
本
尊
仏
を
祀
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
仏

間
の
仏
壇
形
式
に
変
化
が
現
れ
て
い
る
。

　
東
海
・
甲
信
地
方
の
臨
済
宗
本
堂
の
遺
構
の
中
か
ら
、
近
世
中
期

の
本
堂
を
八
〇
棟
に
つ
い
て
み
る
と
、
四
つ
の
仏
壇
形
式
に
分
け
ら

れ
る
。
①
通
し
仏
壇
（
壇
上
の
区
分
無
し
）：
一
三
件
、
②
通
し
仏

壇
、
通
し
仏
龕
（
仏
龕
前
面
に
花
頭
窓
三
付
）：
三
四
件
、
③
通
し

仏
壇
、
丸
柱
・
斗
栱
・
虹
梁
を
設
置
：
一
〇
件
、
④
来
迎
柱
・
須
弥

檀
：
二
二
件
、
そ
の
他
：
一
件
と
な
る
。
し
か
も
、
①
の
通
し
仏
壇

が
中
期
前
半
に
多
く
、
④
の
来
迎
柱
・
須
弥
檀
が
中
期
後
半
に
多
く

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
は
、
本
堂
の
仏
壇
形
式
が
通
し
仏
壇
か

ら
来
迎
柱
・
須
弥
檀
へ
と
変
化
す
る
移
行
期
と
み
る
こ
と
が
出
来

る
。
ま
た
、
近
世
前
期
に
は
前
述
の
よ
う
に
権
力
者
の
菩
提
寺
等
で

は
参
詣
の
た
め
に
玄
関
が
設
け
ら
れ
、
六
室
の
後
列
向
か
っ
て
左
端

の
上
段
の
間
に
床
の
間
・
違
い
棚
等
を
設
け
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
時
期
に
も
伊
達
忠
宗
の
九
男
前
沢
領
主
飯
坂
家
の
霊
桃
寺
本
堂

（
岩
手
）、
涌
谷
伊
達
家
の
見
龍
寺
本
堂
（
宮
城
）、
萩
藩
の
初
代
藩

主
毛
利
秀
就
を
祀
る
大
照
院
本
堂
等
に
室
礼
を
備
え
た
御
成
の
間
が

残
さ
れ
て
お
り
、
近
世
中
期
の
臨
済
宗
寺
院
に
お
い
て
も
菩
提
寺
と

し
て
の
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
一
方
、
近
世
臨
済
宗
本
堂
の
中
に
は
、「
方
丈
」
と
称
す
る
も
の

が
あ
る
。
国
泰
寺
方
丈
（
富
山
）、
天
恩
寺
方
丈
（
愛
知
）、
永
源
寺
方

丈
（
滋
賀
）、
清
白
寺
方
丈
（
山
梨
）
等
、
こ
れ
ら
の
寺
院
に
は
仏
殿

が
残
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
本
尊
仏
は
仏
殿
に
祀
ら
れ
る
た
め
、
一

般
の
地
方
末
寺
の
よ
う
に
本
尊
を
客
殿
（
方
丈
）
に
安
置
す
る
必
要

が
無
く
、
方
丈
と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ
ば
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
近
世
臨
済
宗
の
地
方
寺
院
に
お
い
て
仏
殿
を
備
え
る
末
寺
は
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少
な
く
、
江
戸
時
代
に
仏
殿
を
残
す
寺
院
は
旧
五
山
派
の
末
寺
に
見

ら
れ
る
。
し
か
も
、
中
世
末
に
妙
心
寺
派
に
転
派
し
た
寺
院
の
中

で
、
新
た
に
仏
殿
を
造
営
し
た
例
は
管
見
で
は
極
め
て
少
な
く
、
近

世
の
妙
心
寺
派
の
地
方
寺
院
で
は
中
世
に
見
ら
れ
た
仏
殿
と
方
丈

（
客
殿
）
の
寺
院
構
成
が
減
少
し
、
客
殿
（
本
堂
）
に
集
約
さ
れ
た
原

因
が
何
処
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
㈢
　
近
世
後
期
　
天
明
〜
慶
応
年
間
（
一
七
八
一
〜
一
八
六
八
）

の
遺
構
を
眺
め
る

と
、
近
世
後
期
の

大
き
な
特
徴
は
平

面
の
拡
張
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

空
恵
寺
本
堂
（
群

馬
）
で
は
六
室
の

向
か
っ
て
右
側
に

二
室
を
加
え
、
龍

潭
寺
方
丈
（
滋

賀
）
で
は
六
室
の

両
脇
に
鞘
の
間
二

室
を
加
え
、
光
林
寺
本
堂
（
東
京
）
で
は
六
室
の
両
側
に
二
室
、
背

面
横
長
の
鞘
の
間
一
室
を
加
え
る
な
ど
、
二
列
三
室
の
六
室
構
成
か

ら
二
列
四
室
、
二
列
五
室
な
ど
の
八
室
構
成
、
一
〇
室
構
成
の
新
た

な
平
面
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
宝
福
寺
方
丈
（
岡
山
）

で
は
六
室
の
正
側
三
方
の
広
縁
を
幅
一
間
半
に
広
げ
て
鞘
の
間
と

し
、
六
室
の
背
面
に
横
二
室
分
の
裏
書
院
を
加
え
て
お
り
、
萬
寿
寺

本
堂
（
大
分
）
で
は
六
室
の
正
側
面
に
広
縁
を
巡
ら
し
、
六
室
の
背

面
に
横
三
室
分
の
裏
書
院
を
設
け
、
多
福
寺
本
堂
（
大
分
）、
正
宗

寺
本
堂
（
愛
知
）（
図
３
）
で
は
六
室
の
正
側
面
に
広
縁
を
通
し
、

六
室
の
背
面
に
三
室
の
裏
書
院
を
加
え
て
九
室
構
成
と
し
て
い
る
。

平
林
寺
方
丈
（
埼
玉
）
は
古
図
に
よ
れ
ば
、
六
室
の
正
側
面
三
方
に

広
縁
を
巡
ら
し
、
こ
れ
ら
に
畳
を
敷
き
詰
め
て
室
境
の
柱
列
に
建
具

を
入
れ
て
間
仕
切
り
、
全
体
と
し
て
五
室
三
列
の
一
五
室
構
成
と
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
臨
済
宗
本
堂
は
二
列
三
室
の
六
室
か

ら
平
面
拡
張
が
行
わ
れ
、
三
列
三
室
の
九
室
構
成
、
三
列
五
室
の
一

五
室
構
成
の
平
面
形
式
へ
と
発
展
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
世
前
期
・
中
期
ま
で
は
、
仏
間
の
仏
壇
形
式
は
通
し
仏

壇
、
通
し
仏
壇
と
通
し
仏
龕
と
す
る
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
後

期
に
は
来
迎
柱
・
須
弥
壇
を
設
け
て
本
尊
仏
を
安
置
す
る
も
の
が
多

図３　正宗寺本堂　復原平面図
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数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
但
し
、
中
世
か
ら
の
歴
史
を
持
つ
中

核
寺
院
で
は
伝
統
を
重
ん
じ
て
古
式
の
通
し
仏
壇
を
用
い
る
傾
向
を

示
し
た
。
ま
た
、
近
世
前
期
・
中
期
と
同
様
、
月
桂
寺
本
堂
（
大

分
）、
華
蔵
寺
本
堂
（
岩
手
）、
清
見
寺
方
丈
（
静
岡
）、
江
音
寺
本

堂
（
長
野
）
で
は
玄
関
と
御
成
り
の
間
が
備
え
ら
れ
、
藩
主
・
領
主

な
ど
の
菩
提
寺
本
堂
も
引
き
続
き
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
他
、
曹
源
寺
仏
殿
（
岡
山
）
で
は
六
室
の
正
側
面
三
方
に

幅
二
間
の
鞘
の
間
を
巡
ら
し
た
方
丈
形
式
の
平
面
と
し
な
が
ら
、
外

観
は
通
常
の
単
層
、
入
母
屋
造
と
せ
ず
、
単
層
、
裳
階
付
の
仏
殿
形

式
の
建
物
と
す
る
な
ど
、
新
た
な
変
化
が
現
れ
て
い
る
。

七
、
近
世
曹
洞
宗
本
堂
に
つ
い
て

　
㈠
　
近
世
前
期
　
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
の
革
秀

寺
本
堂
（
青
森
）（
写
真
６
）、
長
勝
寺
本
堂
（
青
森
）
は
現
存
最
古

の
曹
洞
宗
本
堂
と
な
る
。
革
秀
寺
は
弘
前
藩
津
軽
家
の
菩
提
寺
と
し

て
弘
前
城
下
に
創
建
さ
れ
、
長
勝
寺
も
弘
前
城
築
城
に
際
し
て
現
地

に
移
築
さ
れ
、
同
藩
の
僧
録
所
に
定
め
ら
れ
た
名
刹
で
あ
る
。
本
堂

の
規
模
は
、
革
秀
寺
が
桁
行
九
間
、
梁
間
七
間
強
、
長
勝
寺
が
桁
行

十
一
間
半
、
梁
間
八
間
強
と
異
な
る
が
、
両
本
堂
は
、
外
観
・
間
取

り
・
内
部
意
匠
・

建
築
技
法
に
お
い

て
多
く
の
共
通
点

が
認
め
ら
れ
る
。

間
取
り
は
、
い
ず

れ
も
堂
内
前
面
に

土
間
（
露
地
）
を

通
し
、
こ
の
奥
に

広
縁
（
大
縁
）
と

二
列
四
室
の
八
室

構
成
を
構
え
て
い

る
。
柱
は
、
面
取

角
柱
を
用
い
て
周

囲
の
柱
上
に
は
舟

肘
木
を
置
き
、
一

軒
疎
垂
木
・
木
舞

打
を
見
せ
て
お

り
、
当
初
の
屋
根

は
茅
葺
で
あ
っ
た

写真６　革秀寺本堂
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と
み
ら
れ
る
。
内
部
は
、
土
間
と
大
縁
の
境
に
三
本
の
太
い
角
柱

（
入
側
柱
）
を
立
て
て
天
井
桁
を
支
え
、
土
間
上
部
に
化
粧
屋
根

裏
、
大
縁
上
部
に
棹
縁
天
井
を
張
り
、
広
い
空
間
を
生
み
出
し
て
い

る
。
室
部
分
は
、
八
室
構
成
の
左
寄
り
の
六
室
部
分
を
中
心
と
す
る

た
め
、
前
列
中
央
を
「
大
間
」、
そ
の
奥
を
「
内
陣
」
と
呼
ん
で
お

り
、
こ
の
他
で
は
室
名
を
定
め
な
い
た
め
、
大
間
の
右
を
「
上
の

間
」、
左
を
「
下
の
間
」、
各
奥
を
「
上
奥
の
間
」、「
下
奥
の
間
」、

こ
れ
ら
の
右
隣
の
二
室

を
「
次
の
間
」、「
次
奥

の
間
」
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
（
仮
称
）。
こ
れ

ら
の
室
境
で
は
一
間
乃

至
一
間
半
毎
に
面
取
角

柱
（
内
陣
前
面
を
除

く
）
を
立
て
、
敷
鴨
居

を
通
し
、
襖
・
板
戸
に

よ
っ
て
間
仕
切
り
、
室

部
分
の
周
囲
に
は
板
戸

二
、
障
子
一
を
入
れ
て

お
り
、
内
法
上
に
は
白
漆
喰
壁
を
入
れ
、
各
室
に
棹
縁
天
井
を
張
っ

て
い
る
。
大
間
で
は
、
前
面
中
央
柱
間
（
八
尺
間
と
呼
ぶ
）
に
双
折

桟
唐
戸
を
吊
り
、
そ
の
両
脇
間
に
蔀
戸
を
吊
り
、
柱
上
部
に
は
舟
肘

木
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
曹
洞
宗
本
堂
で
は
、
前
述
の
近

世
臨
済
宗
本
堂
と
同
様
に
塔
頭
客
殿
の
二
列
三
室
の
六
室
構
成
を
基

本
と
す
る
が
、
そ
の
向
か
っ
て
右
側
に
二
室
を
加
え
た
点
、
本
堂
の

中
心
軸
が
平
面
、
外
観
と
も
に
左
側
に
寄
り
、
左
右
対
象
と
な
ら
な

い
点
、
堂
内
に
「
露
地
」
と
呼
ば
れ
る
土
間
を
通
し
た
点
に
大
き
な

特
徴
が
あ
る
（
図
４
）。

　
さ
ら
に
、
堂
内
は
臨
済
宗
本
堂
で
は
「
室
中
」
を
板
間
に
畳
廻
り

敷
き
と
し
て
江
戸
後
期
ま
で
塔
頭
客
殿
の
伝
統
を
踏
襲
し
た
が
、
曹

洞
宗
で
は
慶
長
年
間
よ
り
「
大
間
」
を
畳
敷
詰
め
と
し
、
行
事
の
際

の
導
師
・
役
僧
の
法
式
の
空
間
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
臨
済
宗
で
は
室

中
と
両
脇
間
と
の
境
（
内
法
上
）
に
竹
の
節
欄
間
を
入
れ
、
三
室
に

一
連
の
竿
縁
天
井
を
張
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
曹
洞
宗
で
は

大
間
両
脇
の
室
境
に
筬
欄
間
・
板
欄
間
等
を
入
れ
、
天
井
よ
り
小
壁

を
下
ろ
し
て
三
室
を
区
分
し
て
い
る
。
内
陣
で
は
、
慶
長
年
間
よ
り

前
面
に
二
本
の
丸
柱
を
立
て
、
中
央
間
に
虹
梁
を
渡
し
て
開
放
し
、

柱
上
に
斗
栱
を
置
い
て
い
る
。
曹
洞
宗
で
は
、
こ
の
丸
柱
を
「
露

図４　革秀寺本堂　復原平面図
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柱
」
と
呼
ぶ
が
、
露
柱
と

は
本
来
仏
殿
内
部
に
立
つ

柱
で
あ
り
、
二
重
屋
根
の

下
層
の
柱
を
指
し
、
法
式

の
際
に
は
役
僧
の
立
ち
位

置
を
定
め
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
曹
洞
宗
本

堂
は
本
尊
仏
を
安
置
す
る

「
仏
殿
」
と
法
式
を
執
行

す
る
「
法
堂
」
の
二
つ
の

機
能
を
一
つ
建
物
に
集
約

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
内
陣
で
は
、
慶

長
年
間
に
は
板
の
間
と
し

て
奥
の
壁
に
沿
っ
て
地
覆
・
束
・
羽
目
板
・
框
か
ら
な
る
通
し
仏
壇

（
復
元
）
を
設
け
て
お
り
、
曹
洞
宗
本
堂
も
当
初
は
京
都
の
塔
頭
客

殿
に
見
ら
れ
る
仏
壇
形
式
を
用
い
て
い
た
。
し
か
も
、
近
世
前
期
か

ら
中
期
の
曹
洞
宗
本
堂
で
は
、
そ
の
大
半
が
古
記
録
・
古
図
に
「
客

殿
」
と
記
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
原
形
が
臨
済
宗
本
堂

と
同
様
に
塔
頭
客
殿
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
次
に
、
寛
永
〜
貞
享
年
間
（
一
六
二
四
〜
八
八
）
の
東
海
・
甲
信

地
方
を
中
心
と
す
る
遺
構
を
眺
め
る
と
、
大
祥
院
本
堂
（
愛
知
）、

素
玄
寺
本
堂
（
岐
阜
）、
長
光
寺
本
堂
（
埼
玉
）、
東
嶺
寺
本
堂
（
石

川
）、
慈
照
寺
本
堂
（
山
梨
）、
龍
渓
院
本
堂
（
愛
知
）、
仏
光
寺
本

堂
（
三
重
）、
広
泰
寺
本
堂
（
三
重
）（
図
５
）、
広
厳
院
本
堂
（
山

梨
）、
実
性
院
本
堂
（
石
川
）、
広
沢
寺
本
堂
（
長
野
）、
釣
月
院
本

堂
（
静
岡
）、
貞
祥
院
本
堂
（
長
野
）、
安
興
寺
本
堂
（
静
岡
）、
長

興
寺
本
堂
（
茨
城
）、
天
徳
寺
本
堂
（
秋
田
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
寺
院
は
各
地
の
中
核
寺
院
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
堂
内
前
面

に
土
間
・
大
縁
を
通
し
、
土
間
・
大
縁
境
に
太
い
独
立
柱
を
立
て
て

大
桁
を
支
え
、
土
間
に
化
粧
屋
根
裏
、
大
縁
に
棹
縁
天
井
を
張
り
、

こ
の
奥
に
二
列
四
室
の
八
室
構
成
を
構
え
、
総
角
柱
（
内
陣
を
除

く
）
と
し
て
敷
鴨
居
・
内
法
長
押
を
通
し
、
室
境
に
襖
や
板
戸
を
入

れ
、
室
の
外
周
に
は
板
戸
二
、
障
子
一
を
入
れ
て
い
る
。
大
間
で

は
、
前
面
中
央
間
に
双
折
桟
唐
戸
を
入
れ
、
内
部
を
間
口
三
間
半
、

奥
行
三
間
の
二
十
一
畳
と
す
る
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
う
し
た
本
堂
を
前
面
土
間
八
室
型
（
仮
称
）
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
本
堂
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
宗
門
で
の
規
範
が
整
え

図５　広泰寺本堂　復原平面図
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ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
）
7
（
る
。

　
宗
門
の
『
椙
樹
林
清
規
』、『
萬
松
山
清
規
』、『
江
湖
指
南
記
』
等

に
よ
れ
ば
、
大
間
で
の
法
式
執
行
の
際
に
は
導
師
と
東
西
両
班
（
都

寺
、
監
寺
、
維
那
、
直
歳
、
典
座
、
副
寺
、
首
座
、
書
記
、
知
客
、

知
殿
、
蔵
主
、
浴
主
）
の
役
僧
の
座
位
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
大
間

の
広
さ
は
間
口
三
間
半
、
奥
行
三
間
の
二
十
一
畳
と
す
る
の
が
一
般

的
で
あ
り
、
行
事
・
法
式
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

上
の
間
、
下
の
間
は
大
間
の
次
室
と
さ
れ
、
室
内
に
座
敷
飾
り
は
一

切
設
け
な
い
が
、『
橘
谷
大
洞
指
南
』
に
よ
れ
ば
、
輪
番
制
を
採
っ

て
い
た
遠
江
大
洞
院
で
は
入
院
後
の
披
露
の
際
に
は
主
賓
を
上
奥
の

間
に
迎
え
、
上
の
間
は
「
禮
間
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
上

奥
の
間
は
「
室
中
」（
室
間
）
と
呼
ば
れ
、
禅
門
で
は
重
要
法
儀
で

あ
る
師
か
ら
弟
子
に
伝
法
す
る
部
屋
に
充
て
ら
れ
、
こ
の
室
の
背
面

に
床
、
付
書
院
等
の
座
敷
飾
り
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
法

儀
が
継
承
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
上
の
間
と
下
の
間
は
、

一
般
の
檀
家
が
参
集
す
る
際
に
は
優
婆
塞
、
優
婆
夷
の
席
と
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
次
に
、
内
陣
に
つ
い
て
見
る
と
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
四

五
）
の
大
祥
院
本
堂
、
素
玄
寺
本
堂
、
長
光
寺
本
堂
で
は
、
前
面
に

は
丸
二
本
柱
を
立
て
、
柱
上
に
斗
栱
を
お
き
、
柱
間
に
虹
梁
を
渡

し
、
内
部
に
は
奥
に
通
し
仏
壇
（
復
元
）
を
用
い
て
お
り
、
慶
安
〜

貞
享
年
間
（
一
六
四
八
〜
八
八
）
の
遺
構
で
は
、
内
陣
の
中
央
後
方

に
来
迎
柱
・
須
弥
檀
を
設
け
る
の
が
一
般
的
と
な
る
。
ま
た
、
瑞
龍

寺
法
堂
（
富
山
）
で
は
高
岡
藩
の
前
田
家
の
菩
提
寺
と
し
て
古
式
に

則
っ
て
禅
宗
の
七
堂
伽
藍
が
建
立
さ
れ
た
。
法
堂
は
桁
行
十
四
間
、

梁
間
十
一
間
半
と
大
き
く
、
間
取
り
は
堂
内
前
面
に
土
間
・
大
縁
を

通
し
、
そ
の
奥
で
は
二
列
三
室
の
六
室
構
成
と
す
る
（
前
面
土
間
六

室
型
と
仮
称
す
る
）。
土
間
・
大
縁
境
に
独
立
柱
を
四
本
立
て
て
大

桁
を
支
え
、
土
間
に
化
粧
屋
根
裏
、
大
縁
に
棹
縁
天
井
を
張
っ
て
お

り
、
大
間
で
は
正
面
中
央
柱
間
に
双
折
桟
唐
戸
を
吊
り
、
内
陣
で
は

前
面
に
二
本
の
丸
柱
を
立
て
柱
間
に
虹
梁
を
渡
し
、
柱
上
に
斗
栱
を

置
き
、
内
部
に
は
背
面
の
壁
に
通
し
仏
壇
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は

伽
藍
中
央
に
本
尊
仏
を
祀
る
仏
殿
が
建
て
ら
れ
た
た
め
、
一
般
の
曹

洞
宗
本
堂
の
よ
う
な
来
迎
柱
・
須
弥
壇
は
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
も
、
法
堂
に
前
土
間
六
室
型
を
採
用
し
た
点
は
、
当
初
か
ら
南

北
中
軸
線
上
に
総
門
、
山
門
、
仏
殿
、
法
堂
を
並
べ
、
仏
殿
の
東
に

庫
裡
、
西
に
禅
堂
、
衆
寮
を
配
し
、
仏
殿
を
囲
む
よ
う
に
回
廊
を
一

巡
さ
せ
、
回
廊
に
よ
り
諸
堂
が
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
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堂
の
内
部
土
間
が
回
廊
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
し
、
近
世
曹

洞
宗
本
堂
の
土
間
（
露
地
）
は
北
陸
地
方
の
積
雪
に
対
応
し
た
も
の

と
す
る
考
え
方
が
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
寒
冷
地
以
外
の
全
国
に

普
及
し
て
お
り
、
近
世
曹
洞
宗
伽
藍
を
構
成
す
る
回
廊
の
役
割
を
果

た
す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
前
述
の
前
面
土
間
八
室
型
と
し
た
寺
院
の
多
く
は
、
各
地

の
中
核
寺
院
で
あ
り
境
内
に
曹
洞
宗
伽
藍
を
整
え
て
お
り
、
南
北
中

軸
線
上
に
総
門
、
山
門
、
本
堂
を
配
し
、
本
堂
の
東
前
方
に
庫
裡
、

西
前
方
に
禅
堂
、
衆
寮
等
を
設
け
、
各
堂
宇
を
結
ぶ
た
め
の
回
廊
を

一
巡
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
洞
門
で
は
禅
院
の
住
持

は
最
終
最
高
の
義
務
と
し
て
一
回
以
上
の
結
制
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
住
持
が
法
憧
を
建
て
、
首
座
そ
の
他
の
衆
僧
を
統
括
し
、
結

制
安
居
中
に
授
戒
会
、
血
脈
会
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
結
制
は
九

旬
安
居
の
制
と
も
い
わ
れ
、
四
月
十
五
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
を

夏
安
居
、
十
月
十
五
日
か
ら
翌
年
の
一
月
十
五
日
ま
で
を
冬
安
居
と

し
、
共
に
九
十
日
間
禁
足
し
て
修
行
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
宗
門

で
は
江
戸
時
代
に
結
制
を
し
得
る
回
数
を
も
っ
て
寺
院
の
格
式
を
定

め
て
お
り
、
常
恒
会
地
は
毎
年
夏
冬
二
回
の
結
制
を
執
行
し
得
る
寺

院
、
片
法
憧
会
地
は
毎
年
夏
冬
い
ず
れ
か
一
回
の
結
制
を
執
行
し
得

る
寺
院
、
随
意
会
地
は
三
年
か
ら
四
年
に
一
回
の
結
制
を
執
行
す
る

寺
院
、
法
地
は
住
持
が
在
住
中
に
一
回
の
結
制
を
執
行
す
る
寺
院
と

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
常
恒
会
地
、
片
法
憧
会
地
、
随
意
会
地
等
の

寺
院
で
は
、
結
制
を
行
う
た
め
に
総
門
、
山
門
、
禅
堂
、
衆
寮
、
本

堂
、
庫
裡
、
東
司
等
の
諸
堂
を
備
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
㈡
　
近
世
中
期
　
元
禄
〜
安
永
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
八
一
）

の
東
海
・
甲
信
地
方
を
中
心
と
す
る
曹
洞
宗
本
堂
一
六
〇
棟
の
平
面

形
式
を
一
覧
す
る
と
、
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
述
の
前

面
土
間
八
室
型
、
前
面
土
間
六
室
型
に
加
え
て
、
新
た
に
広
縁
八
室

型
、
広
縁
六
室
型
が
現
れ
、
土
間
の
無
い
本
堂
は
宗
門
の
伽
藍
を
備

え
な
い
中
小
規
模
の
も
の
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
前
面
土
間
八
室

型
：
五
〇
棟
（
一
七
棟
）、
前
面
土
間
六
室
型
：
五
〇
棟
（
一
一

棟
）、
広
縁
八
室
型
：
五
棟
（
二
棟
）、
広
縁
六
室
型
：
五
三
棟
（
七

棟
）
と
な
り
〔（
　
）
内
は
東
海
・
甲
信
地
方
以
外
の
地
域
の
遺
構

数
〕、
こ
れ
ら
の
本
堂
の
平
面
形
式
を
所
在
地
か
ら
分
布
図
に
描
い

て
み
る
と
、
前
面
土
間
八
室
型
は
信
濃
・
甲
斐
地
方
の
多
く
、
駿

河
・
遠
江
・
伊
豆
地
方
に
も
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
、
前
期

に
は
各
地
の
有
力
寺
院
に
採
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
地
域
的
に
は
分

散
す
る
と
み
ら
れ
た
が
、
甲
信
地
方
で
は
格
式
の
各
層
に
亘
っ
て
採
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用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
一
帯
で
は
同
形
式
が
集
中
し
た
と
み
ら
れ

る
。
平
面
形
式
を
広
範
囲
に
眺
め
る
と
、
前
面
土
間
六
室
型
は
尾

張
、
三
河
、
美
濃
、
伊
勢
、
南
紀
、
遠
江
、
信
濃
な
ど
の
各
地
に
分

布
し
て
お
り
、
有
力
寺
院
の
中
に
も
採
用
す
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、

土
間
を
も
つ
中
規
模
の
本
堂
と
し
て
採
用
さ
れ
、
各
地
に
普
及
し
た

も
の
と
み
ら
れ
、
広
縁
八
室
型
は
少
な
く
、
広
縁
六
室
型
は
、
小
規

模
の
本
堂
で
あ
り
全
国
各
地
に
分
布
し
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
の
前
面
土
間
八
室
型
、
前
面
土
間
六
室
型
の
本
堂
で
は

土
間
・
大
縁
境
に
独
立
柱
を
二
本
乃
至
三
本
を
立
て
、
大
桁
を
支
え

て
土
間
上
部
に
化
粧
屋
根
裏
、
大
縁
上
部
に
棹
縁
天
井
を
張
り
、
こ

の
空
間
を
新
た
な
架
構
の
場
に
変
え
る
も
の
が
現
れ
て
い
る
。
す
で

に
、
近
世
前
期
よ
り
信
濃
地
方
で
始
ま
っ
て
い
た
が
、
近
世
中
期
に

は
、
㈠
入
側
柱
・
繋
虹
梁
方
式
、
㈡
大
虹
梁
方
式
、
㈢
全
面
天
井
方

式
の
三
つ
の
架
構
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
㈠
入
側
柱
・
繋
虹
梁
方

式
は
、
入
側
柱
で
上
部
の
大
桁
を
支
え
る
も
の
で
、
こ
れ
を
繋
虹
梁

で
固
め
、
中
に
は
入
側
柱
の
柱
間
に
桁
行
の
大
虹
梁
を
数
挺
渡
す
も

の
も
あ
り
、
構
造
的
な
安
定
と
架
構
に
よ
る
意
匠
的
な
効
果
を
狙
っ

た
も
の
で
あ
る
〔
守
芳
院
本
堂
（
長
野
）、
定
津
院
本
堂
（
長
野
）、

興
禅
寺
本
堂
（
静
岡
）、
福
王
寺
本
堂
（
静
岡
）、
広
禅
寺
本
堂
（
三

重
）、
種
月
寺
本
堂
（
新
潟
）〕。
㈡
大
虹
梁
方
式
は
、
入
側
柱
を
す

べ
て
除
き
、
上
部
の
荷
重
を
大
虹
梁
に
よ
っ
て
総
て
支
え
、
広
い
空

間
を
造
る
と
同
時
に
大
虹
梁
に
よ
る
意
匠
的
な
効
果
を
目
指
し
た
も

の
で
あ
る
〔
信
綱
寺
本
堂
（
長
野
）、
龍
雲
寺
本
堂
（
長
野
）、
清
涼

寺
本
堂
（
滋
賀
）、
南
明
寺
本
堂
（
山
梨
）〕。
㈢
全
面
天
井
方
式

は
、
上
部
の
荷
重
を
天
井
裏
の
小
屋
梁
に
よ
り
支
え
、
入
側
柱
・
大

虹
梁
等
を
一
切
用
い
な

い
も
の
で
、
棹
縁
天
井

を
一
面
に
張
っ
て
平
明

で
広
い
空
間
を
生
み
出

し
て
い
る
〔
光
泰
寺
本

堂
（
静
岡
）、
龍
洞
院
本

堂
（
静
岡
）、
明
音
寺
本

堂
（
長
野
）、
永
住
寺
本

堂
（
愛
知
）、
乾
坤
院
本

堂
（
愛
知
）〕。
ま
た
、

中
に
は
釣
月
院
本
堂

（
静
岡
）（
写
真
７
）
の

よ
う
に
入
側
柱
を
立
て

写真７　釣月院本堂　大縁上部
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て
繋
虹
梁
を
渡
し
、
そ
れ
ら
の
間
に
大
虹
梁
を
渡
す
も
の
も
あ
り
、

架
構
を
積
極
的
に
採
用
し
た
も
の
は
遠
江
、
駿
河
、
信
濃
、
甲
斐
地

方
に
見
ら
れ
る
。

　
本
堂
内
部
で
は
、
大
間
・
内
陣
と
開
山
堂
・
位
牌
の
間
に
意
匠
と

空
間
の
発
展
が
認
め
ら
れ
る
。
大
間
・
内
陣
の
発
展
は
、
前
期
に
発

生
し
た
仏
堂
化
を
押
し
進
め
、
中
期
前
半
に
前
面
土
間
八
室
型
、
前

面
六
室
型
の
大
型
本
堂
で
は
大
間
・
内
陣
に
斗
栱
・
格
天
井
を
用
い

る
も
の
が
現
れ
、
後
半
に
は
両
室
を
一
層
荘
厳
す
る
も
の
が
増
し
て

い
る
。
ま
た
、
内
陣
で
は
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
〜
六
四
）
頃
か
ら

来
迎
柱
・
須
弥
壇
の
背
面
に
仏
龕
を
出
す
も
の
が
現
れ
、
以
後
全
国

に
普
及
し
た
。
こ
れ
は
、
曹
洞
宗
で
は
授
戒
会
等
に
導
師
が
須
弥
壇

に
登
壇
す
る
た
め
、
本
尊
仏
の
移
動
が
求
め
ら
れ
、
仏
龕
を
設
け
て

奥
に
本
尊
仏
を
後
退
さ
せ
、
そ
の
前
に
幕
を
下
ろ
し
て
行
事
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
間
で
は
中
期
末
に

永
沢
寺
本
堂
（
兵
庫
）（
写
真
８
）
の
よ
う
に
上
の
間
と
下
の
間
と

の
境
に
梁
間
三
間
程
の
大
虹
梁
を
渡
し
、
室
境
を
開
放
し
三
室
を
一

連
に
扱
う
も
の
が
現
れ
、
こ
れ
ま
で
の
客
殿
風
の
意
匠
を
大
き
く
変

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
内
陣
で
は
、
こ
の
時
期
に
は
前
面
に
丸
柱
二
本
を
立
て
、
柱
上
に

写真８　永沢寺本堂　内陣正面
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斗
栱
を
置
き
、
柱
間
に
三
ス
パ
ン
の
虹
梁
を
架
け
、
内
部
で
は
来
迎

柱
・
須
弥
壇
を
設
け
、
背
面
で
は
後
門
を
開
け
、
両
脇
に
土
地
壇
、

祖
師
壇
を
設
け
て
大
権
大
師
、
達
磨
大
師
を
祀
り
、
内
陣
後
方
で

は
、
後
門
か
ら
奥
に
中
央
通
路
を
延
ば
し
て
位
牌
堂
・
開
山
堂
を
設

け
て
い
る
。
位
牌
堂
で
は
、
中
央
通
路
を
挟
ん
で
位
牌
壇
を
向
か
い

合
わ
せ
、
開
山
堂
で
は
、
妙
厳
寺
旧
本
堂
（
愛
知
）
の
よ
う
に
、
床

を
一
段
上
げ
て
畳
敷
き
の
一
室
と
し
、
室
背
面
に
仏
壇
を
設
け
、
壇

上
に
は
丸
柱
・
斗
栱
・
虹
梁
を
用
い
て
前
面
を
飾
り
、
中
央
に
開
山

と
宗
祖
の
頂
相
、
左
右
両
脇
に
高
僧
の
頂
相
を
安
置
し
、
そ
の
両
脇

に
歴
代
住
職
の
位
牌
等
を
置
い
て
い
る
（
写
真
９
）。

　
㈢
　
近
世
後
期
　
天
明
〜
慶
応
年
間
（
一
七
八
一
〜
一
八
六
八
）

の
遺
構
を
み
る
と
、
永
平
寺
（
福
井
）、
総
持
寺
（
石
川
）
両
本
山

に
は
法
堂
が
残
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
法
堂
再
建
と
伽
藍
復
興
を
繰
り

返
す
中
で
大
き
な
変
革
を
生
み
出
し
て
い（

８
）る。

永
平
寺
で
は
、
後
期

の
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
回
禄
を
受
け
て
第
五
〇
世
玄
透
即
中

が
入
山
し
伽
藍
の
復
興
を
行
っ
た
が
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に

再
び
失
わ
れ
、
第
五
七
世
載
庵
禹
隣
が
晋
山
す
る
と
道
元
五
五
〇
回

忌
に
合
わ
せ
て
復
興
が
始
め
ら
れ
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に

現
在
の
法
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
〜

写真９　妙厳寺本堂　旧開山堂
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一
八
〇
一
）
頃
の
伽
藍
古
図
に
は
（
写
真
10
）、
土
間
式
の
法
堂

（
大
殿
）
が
描
か
れ
、
間
取
り
は
左
右
対
称
の
前
面
土
間
六
室
型
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
後
期
に
法
堂
の
土
間
消
失
と
い
う
変
革
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
総
持
寺
で
は
慶
長
二
年
（
一
五
九

七
）
の
回
禄
後
に
法
堂
が
再
建
さ
れ
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）、

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
修
理
を
受
け
る
が
、
文
化
三
年
（
一
八

〇
六
）
の
回
禄
ま
で
の
二
〇
〇
年
余
り
、
近
世
前
期
の
姿
を
留
め
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
法
堂
（
客
殿
）
は
寛
保
三
年
（
一
七
四

三
）
以
前
の
古
図
に
よ
っ
て
知
ら
れ
（
写
真
11
）、
こ
こ
に
は
正
面

中
央
に
玄
関
を
設
け
た
左
右
対
称
の
外
観
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、

前
面
土
間
六
室
型
の
法
堂
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
文

写真10　永平寺　古図（部分）

写真11　総持寺　古図（部分）
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化
三
年
（
一
八
〇
六
）
と
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
罹
災
に
よ
り

法
堂
は
失
わ
れ
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
鶴
見
移
転
前
の
法
堂

が
再
建
さ
れ
た
。
こ
の
法
堂
は
横
山
秀
哉
博
士
の
復
元
に
よ
れ
ば
玄

関
を
も
つ
土
間
式
の
三
列
三
室
の
九
室
構
成
の
平
面
形
式
と
し
て
お

り
、
後
期
に
大
き
な
変
革
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
次
に
、
東
海
・
甲
信
地
方
と
全
国
の
代
表
的
な
遺
構
一
二
五
棟
を

一
覧
す
る
と
、
前
期
・
中
期
の
伝
統
を
破
っ
て
、
平
面
形
式
と
内
部

空
間
・
意
匠
に
新
た
な
発
展
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
変
化

は
、
曹
洞
宗
本
堂
の
四
つ
の
基
本
平
面
（
前
面
土
間
八
室
型
、
前
面

土
間
六
室
型
、
広
縁
八
室
型
、
広
縁
六
室
型
）
に
加
え
て
、
間
口
方

向
と
奥
行
方
向
に
平
面
を
拡
張
し
、
そ
れ
ま
で
の
二
列
四
室
、
二
列

三
室
の
八
室
構
成
と
六
室
構
成
か
ら
二
列
五
室
の
一
〇
室
構
成
（
大

隣
寺
本
堂
〈
福
島
〉・
蕃
松
院
本
堂
〈
長
野
〉・
円
通
寺
〈
兵
庫
〉）、

三
列
三
室
の
九
室
構
成
（
常
安
寺
本
堂
〈
三
重
〉）、
三
列
四
室
の
一

二
室
構
成
（
正
安
寺
本
堂
〈
長
野
〉）、
三
列
五
室
の
一
五
室
構
成

（
源
真
寺
本
堂
〈
長
野
〉）（
図
６
）
等
を
生
み
出
し
、
平
面
形
式
の

分
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
面
土
間
を
廃
止
し
て
大
縁
と
一

体
化
さ
せ
る
傾
向
が
現
れ
て
お
り
、
そ
の
始
ま
り
は
本
堂
の
入
口
部

分
に
の
み
土
間
を
残
し
て
両
脇
に
床
を
張
り
、
凹
字
型
の
大
縁
と
す

る
も
の
が
現
れ
る
。（
正
林
寺
本
堂
〈
静
岡
〉）、
さ
ら
に
、
前
述
の

永
平
寺
法
堂
の
よ
う
に
大
縁
奥
行
を
三
間
〜
三
間
半
に
取
り
、
三
列

三
室
の
九
室
構
成
に
相
当
す
る
も
の
が
現
れ
る
（
昌
禅
寺
本
堂
〈
長

野
〉）（
図
７
）。
こ
の
よ
う
に
、
曹
洞
宗
に
左
右
対
称
の
平
面
形
式

図６　源真寺本堂　復原平面図
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が
生
み
出
さ
れ
る
と
外
観
に
も
変
化
が
及
び
、
そ
れ
ま
で
無
か
っ
た

向
拝
を
設
け
る
も
の
が
現
れ
て
い
る
（
大
中
寺
本
堂
〈
栃
木
〉・
碩

水
寺
本
堂
〈
長
野
〉・
常
安
寺
本
堂
〈
三
重
〉・
源
真
寺
本
堂
〈
長

野
〉）。

　
本
堂
内
部
は
、
平
面
の
分
化
に
伴
っ
て
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
て

い
る
。
大
間
の
内
部
空
間
は
大
き
く
変
化
し
、
こ
の
時
期
に
は
前
掲

の
永
沢
寺
本
堂
の
よ
う
に
大
間
と
上
の
間
・
下
の
間
境
に
大
虹
梁
を

渡
し
、
三
室
一
連
の
空
間
を
造
る
も
の
が
総
て
の
平
面
形
式
に
現
れ

て
い
る
。
そ
の
傾
向
は
、
天
明
・
寛
政
年
間
（
一
七
八
一
〜
一
八
〇

一
）
の
遺
構
で
は
、
大
間
両
脇
に
敷
居
・
鴨
居
・
内
法
長
押
を
通
し

て
建
具
を
入
れ
る
も
の
（
雲
龍
寺
本
堂
〈
長
野
〉・
満
照
寺
本
堂

〈
長
野
〉）
と
大
間
両
脇
に
大
虹
梁
を
渡
す
も
の
（
大
昌
院
本
堂
〈
長

野
〉）
の
二
つ
の
手
法
が
用
い
ら
れ
た
が
、
文
化
・
文
政
年
間
（
一

八
〇
四
〜
三
〇
）
以
降
に
は
大
半
の
寺
院
に
お
い
て
大
間
両
脇
に
大

虹
梁
が
渡
さ
れ
て
お
り
（
長
円
寺
本
堂
〈
愛
知
〉・
安
楽
寺
本
堂

〈
三
重
〉・
龍
泰
寺
本
堂
〈
岐
阜
〉）
等
、
こ
の
時
期
に
は
大
間
・
両

脇
室
の
三
室
を
一
連
と
す
る
大
空
間
と
架
構
シ
ス
テ
ム
が
全
国
的
な

傾
向
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
大
虹
梁
は
近
世
後
期
の
時
代
的
な
指
標

の
一
つ
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
大
虹
梁
が
他
の
室
境
に
ま
で
普

及
し
、
大
間
・
内
陣
の
内
部
空
間
の
変
容
が
一
層
大
き
な
発
展
の
要

因
と
な
っ
た
。
一
方
、
開
山
堂
・
位
牌
堂
は
二
つ
の
機
能
を
一
つ
の

空
間
に
収
め
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
大
半
が
二
つ
の
建
物
に
分
離
さ

れ
、
夫
々
が
独
立
し
て
機
能
を
果
た
し
、
開
山
堂
に
丸
柱
、
斗
栱
、

図７　昌禅寺本堂　復原平面図
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虹
梁
等
の
仏
堂
的
な
意
匠
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

内
陣
と
上
奥
・
下
奥
の
間
の
内
部
空
間
の
発
展
は
、
信
濃
地
方
に
顕

著
で
あ
っ
た
。
信
濃
地
方
で
は
早
く
か
ら
下
奥
の
間
を
位
牌
の
間
と

し
た
た
め
、
中
期
末
に
内
陣
と
位
牌
の
間
の
境
に
大
虹
梁
を
渡
す
も

の
が
あ
っ
た
が
、
後
期
に
は
天
明
・
寛
政
年
間
（
一
七
八
一
〜
一
八

〇
一
）
の
大
昌
寺
本
堂
、
長
谷
寺
本
堂
等
に
見
ら
れ
、
文
政
・
天
保

年
間
（
一
八
一
八
〜
四
四
）
以
降
の
碩
水
寺
本
堂
、
法
善
寺
本
堂
等

で
は
、
す
で
に
位
牌
の
間
が
大
間
、
内
陣
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
空
間

を
獲
得
し
て
お
り
、
内
陣
と
位
牌
の
間
境
に
大
虹
梁
を
渡
し
て
一
連

の
空
間
と
し
て
両
者
を
一
体
化
さ
せ
て
い
る
。
内
陣
で
は
、
前
面
に

丸
柱
・
斗
栱
・
虹
梁
を
用
い
、
来
迎
柱
・
須
弥
壇
を
設
け
、
周
囲
の

柱
上
に
斗
栱
を
配
し
、
格
天
井
を
張
る
も
の
が
一
般
的
と
な
り
、
大

間
両
脇
に
大
虹
梁
が
渡
さ
れ
る
と
内
陣
前
面
の
両
端
柱
を
丸
柱
と
す

る
も
の
が
現
れ
、
内
陣
の
周
囲
に
総
て
丸
柱
を
用
い
る
も
の
も
現
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
信
濃
地
方
で
は
内
陣
後
方
に
位
牌
堂
・
開
山
堂

を
建
て
る
も
の
、
下
奥
の
間
を
位
牌
の
間
に
す
る
も
の
の
二
つ
の
形

態
が
あ
っ
た
が
、
後
者
で
は
内
陣
と
位
牌
の
間
を
一
連
に
扱
う
よ
う

に
な
り
、
前
掲
の
源
真
寺
本
堂
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
位
牌
の
間
の

背
面
と
側
面
（
外
側
）
に
Ｌ
字
型
の
位
牌
壇
を
設
け
、
柱
上
部
に
大

虹
梁
を
渡
し
、
内
陣
と
位
牌
の
間
の
意
匠
は
仏
堂
化
を
一
層
推
し
進

め
て
い
る
（
図
６
）。
ま
た
、
後
期
に
は
本
堂
の
外
部
と
内
部
空
間

に
多
く
の
彫
刻
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
内
部
空
間
の

発
展
は
仏
堂
化
の
傾
向
の
一
端
を
反
映
し
た
も
の
と
も
い
え
る
が
、

江
戸
後
期
の
建
築
界
の
動
き
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ

る
。
中
で
も
、
信
濃
の
立
川
和
四
郎
の
一
門
は
彫
り
物
師
と
し
て
活

躍
し
、
東
海
・
甲
信
地
方
の
社
寺
建
築
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

曹
洞
宗
本
堂
に
も
内
部
の
彫
刻
欄
間
、
彫
刻
入
り
斗
栱
、
彫
刻
入
り

虹
梁
等
に
そ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
そ
う
し
た
流
行
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
と
み
ら
れ
る
。

八
、
ま
と
め

　
近
世
の
禅
宗
建
築
は
、
本
山
の
伽
藍
と
と
も
に
地
方
末
寺
の
建
築

を
含
め
て
見
渡
す
こ
と
で
、
そ
の
全
体
像
が
明
ら
か
と
な
る
。
い
ず

れ
も
、
中
国
の
禅
院
の
伽
藍
建
築
に
由
来
し
、
鎌
倉
・
京
都
の
五
山

禅
院
の
伽
藍
に
引
き
継
が
れ
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
地

方
寺
院
で
は
本
山
周
辺
の
塔
頭
寺
院
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
近
世
の
禅
宗
伽
藍
は
、
臨
済
宗
で
は
妙
心
寺
、
大
徳
寺
、
曹
洞

宗
で
は
永
平
寺
、
総
持
寺
等
の
本
山
に
継
承
さ
れ
、
地
方
寺
院
に
お
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い
て
は
臨
済
宗
で
は
塔
頭
寺
院
の
境
内
の
建
築
に
倣
っ
て
、
山
門
、

本
堂
（
方
丈
）、
庫
裡
、
玄
関
、
開
山
堂
等
か
ら
な
る
寺
院
構
成
が

採
用
さ
れ
、
曹
洞
宗
で
は
格
式
あ
る
専
門
道
場
等
の
寺
院
に
お
い

て
、
山
門
、
本
堂
（
客
殿
）、
庫
裡
、
禅
堂
、
衆
寮
、
回
廊
、
位
牌

堂
、
開
山
堂
等
か
ら
な
る
曹
洞
宗
伽
藍
が
採
用
さ
れ
、
両
宗
の
寺
院

構
成
に
は
大
き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
近
世

の
禅
宗
寺
院
で
は
仏
殿
を
建
て
る
例
は
少
な
く
、
僅
か
に
仏
殿
を
残

す
寺
院
は
、
臨
済
宗
で
は
旧
五
山
派
の
末
寺
に
多
く
、
中
世
の
仏
殿

を
継
承
し
た
と
み
ら
れ
、
曹
洞
宗
で
は
中
本
山
格
の
寺
院
に
限
ら

れ
、
本
山
と
同
様
に
曹
洞
宗
伽
藍
の
中
央
に
建
て
る
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。

　
一
方
、
近
世
の
地
方
寺
院
で
は
全
国
各
地
に
臨
済
・
曹
洞
両
宗
本

堂
が
造
営
さ
れ
、
臨
済
宗
本
堂
で
は
塔
頭
客
殿
の
二
列
三
室
の
六
室

構
成
の
方
丈
形
式
を
忠
実
に
守
り
、
曹
洞
宗
本
堂
で
は
方
丈
形
式
を

基
本
と
し
つ
つ
、
前
面
土
間
八
室
型
、
前
面
土
間
六
室
型
な
ど
独
自

の
平
面
形
式
を
生
み
出
し
た
。
そ
し
て
、
両
宗
本
堂
の
内
部
空
間
は

近
世
前
期
・
中
期
を
通
し
て
、
其
々
の
宗
風
を
堅
持
し
つ
つ
発
展
を

辿
っ
て
お
り
、
近
世
臨
済
宗
本
堂
で
は
京
都
の
塔
頭
客
殿
に
見
る
簡

潔
で
清
楚
な
意
匠
を
継
承
し
、
公
案
禅
に
相
応
し
い
空
間
を
創
り
、

近
世
曹
洞
宗
本
堂
で
は
禅
宗
伽
藍
の
仏
殿
と
法
堂
の
機
能
を
兼
ね
備

え
、
堂
内
に
露
地
を
通
し
、
内
陣
に
露
柱
を
立
て
る
な
ど
、
厳
格
な

清
規
と
行
事
規
範
を
遵
守
す
る
た
め
、
黙
照
禅
に
相
応
し
い
空
間
を

創
り
出
し
た
。
さ
ら
に
、
近
世
後
期
に
は
両
宗
で
は
中
世
の
伝
統
を

継
承
し
つ
つ
、
近
世
の
終
焉
と
新
た
な
時
代
に
向
け
、
禅
宗
本
堂
に

お
い
て
平
面
拡
大
、
空
間
の
開
放
、
仏
堂
化
、
壮
麗
化
な
ど
の
発
展

を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
禅
に
お
け
る
「
形
と
心
」
の
問
題
は
大
き

な
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
が
、
近
世
禅
宗
本
堂
の
発
展
消
長
が
近
世
の
禅

宗
建
築
を
俯
瞰
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

※
本
稿
は
、
令
和
元
年
十
月
二
九
日
に
愛
知
学
院
大
学
・
禅
研
究
所
に
お

い
て
「
近
世
の
禅
宗
建
築
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
そ
の

概
要
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
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史
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史
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史
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